
 

 

 

 

 

子供の自立を促す魔法の言葉                          

 

「先生、コンパス忘れました。」 

 

算数の授業が始まった時点で、こんなことを言ってきた子供がいたとします。そん

な時、私たち教師はどのような対応を心がけているのかご紹介します。 

 

Ａ：「今日の授業からコンパスを使うから、絶対に忘れないようにと言っておいたで

しょう。もう知りません！」 

Ｂ：「それは困ったね。じゃあ、今日は先生の予備のコンパスを貸してあげるから、

次からは忘れないようにするんだよ。」 

Ｃ：「それは困ったね。それで、どうするの？」 

 

Ａは冷たい対応です。教師としてはコンパスを忘れた子供に反省を促すつもりで厳

しい言い方をしているのかもしれませんが、子供の心に残るのは、反省の気持ちより

も教師に見放されたという気持ちです。これでは、子供に自立した力を育てることは

できません。 

 

Ｂは優しい対応です。子供が困らないように、教師側から救いの手を差し伸べてい

ます。しかし、見方を変えれば、子供が負うべき責任を教師が肩代わりしているとも

言えます。これだと、「困ったときには先生が解決してくれるんだ」と誤った学習をし

てしまう可能性があります。これも、子供の自立にはつながらない対応と言えます。 

 

Ｃは、厳しい対応です。子供に起きた問題については、子供自身に問い返し、解決

を委ねます。教師にできることは、そのサポートをすることです。 

 

子供：「先生、コンパス忘れました。」 

教師：「それは困ったね。で、どうするの？」 

子供：「うーん、先生のコンパスがあるなら貸してほしいんだけど・・・。」 

教師：「ごめんね。先生は予備のコンパスを持っていないんだ。」 

子供：「うーーーーーん、じゃあ、隣の人にお願いして貸してもらいます。」 

教師：「そうだね。自分で解決策を考えられたね。」 

 

 子供の身に起きたトラブルは、本来、子供自身の力で解決するべきものです。安易

に大人が手を貸してしまうと、たとえそれが優しさからだったとしても、子供の自立
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を妨げることにつながりかねません。 

 

ご家庭でも、「今日、〇〇ちゃんから悪口を言われた。」「算数の勉強、全然わかんな

い！」「新しいゲーム、買ってほしいんだけど」など、子供が直面している問題につい

て話題が出ることがあるかもしれません。 

そんな時は、すぐに解決策を授けるのではなく、子供の困り感を十分に受け止めた

うえで、是非、問いかけてください。 

 

「それは困ったね。で、どうするの？」 

 

 些細な問いかけですが、子供の自立を促す魔法の言葉です。 

 

ただし、子供自身で乗り越えられない問題である場合（悪質ないじめ等）は、学校

までご相談ください。 

 

 

当たり前のことを当たり前に                          

 

 子供の自立を促し支えるのは、学校の大きな仕事の一つですが、当たり前のことを

当たり前にできる子供を育てることも大事だと思っています。 

 

 先日、全校朝会で高擶小学校のみんなにがんばってほしい「さ・し・す・せ・そ」

について話しました。 

 

 さ・・・さわやかな挨拶 

 し・・・静かな廊下 

 す・・・素早い集合 

 せ・・・せっせと清掃 

 そ・・・そろった靴箱 

                     ～子供たちが作ったポスター～ 

 

 最近、校内で、挨拶をする子供が増えていると感じます。ご家庭や地域ではどんな

様子でしょうか。チャイムが無くても、時計を見て行動できる子供も４月から見ると

増えました。職員室前の廊下を走る子や騒ぐ子は大きく減りました。 

でも、当たり前にできるレベルに達しているかというと、そうでもありません。高

学年や児童会を中心に、当たり前のレベルになるまで高めていければと思います。 

 

 

【お知らせ】 

 市からいただいた「熊鈴」を全校児童に配布しました。一人での下校や、近隣で

熊の出没情報があったときなど、積極的に活用するようにしていきます。 
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